
　

外
遊
び
が
好
き
な
４
歳
の
娘
。
以
前

は
脇
目
も
振
ら
ず
に
走
り
回
っ
て
、
危

な
い
と
思
う
時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、

最
近
は
逃
げ
ず
に
近
く
に
居
て
く
れ
る

の
で
可
愛
さ
倍
増
で
す
。「
ミ
ニ
彼
女
」

と
称
し
て
、
わ
た
し
の
行
動
に
付
き
合

わ
せ
て
い
ま
す
。
何
歳
ま
で
こ
ん
な
風

に
接
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
か
と
、
不
安

と
喜
び
に
心
が
揺
れ
る
毎
日
で
す
。（
Ｗ
）

―

・―

・―

・―

・―

・―

・―

・―

・

　

梅
雨
の
季
節
に
出
て
く
る
虫
と
い
え

ば
ム
カ
デ
。
家
の
中
で
遭
遇
す
る
と
パ

ニ
ッ
ク
に
な
り
ま
す
。
先
日
夜
、
家
に

帰
る
と
玄
関
の
イ
ン
タ
ー
フ
ォ
ン
の
上

に
ム
カ
デ
が
居
ま
し
た
。
ピ
ン
ポ
ン
を

押
し
て
入
ろ
う
と
す
る
礼
儀
正
し
い
奴

で
し
た
が
、
訪
問
は
お
断
り
し
ま
し
た
。

苦
手
な
の
で
家
の
外
で
も
パ
ニ
ッ
ク
に

な
っ
た
わ
た
し
っ
て
近
所
迷
惑
？（
雨
）

―

・―

・―

・―

・―

・―

・―

・―

・

　

晴
天
に
恵
ま
れ
た
津
山
少
年
相
撲
大

会
は
、
気
温
の
上
昇
と
と
も
に
熱
戦
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
投
げ
ら
れ
そ

う
に
な
っ
て
も
必
死
に
こ
ら
え
る
姿
に
、

手
に
汗
を
握
り
な
が
ら
シ
ャ
ッ
タ
ー
を

カ
シ
ャ
。
体
を
土
俵
に
打
ち
付
け
ら
れ

負
け
た
豆
力
士
が
、
悔
し
さ
と
痛
さ
を

我
慢
し
な
が
ら
立
ち
上
が
る
姿
に
、
思

わ
ず
目
頭
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。（
♨
）

今月の表紙
土
俵
際
の
せ
め
ぎ
合
い

第
10
回
津
山
少
年
相
撲
大
会

５
月
22
日　

津
山
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
相
撲
場
（
勝
部
）

sparkling tsuyama people

永井 俊幸 さん（加茂町宇野）
チェーンソーカーバー

　チェーンソーを使用して、主に杉の木
材からクマやフクロウなどを彫り出す彫
刻家（チェーンソーカーバー）として全国
で活躍中。2007年に初めてチェーンソ
ーアートのヨーロッパ大会に参加し、
2009年にはイギリス大会で優勝するな
ど、国内外の大会で数多く入賞を果たす。

チェーンソーアートを始めたきっかけは？
　以前、ログハウスを作る仕事をしていた時、輸入された木に
ワシの彫刻が施されていました。それがチェーンソーで作った
作品だと知り、チェーンソーアートに興味を持ちました。
　その後、アメリカチャンピオンが指導する講習会に参加し、
仕事で作るログハウスのウッドデッキに、このチェーンソーア
ートを組み合わせると面白いものができると考えるようになり
ました。次第に「自分でも作ってみたい」という思いが強くな
り、本格的にチェーンソーアートを始めました。

チェーンソーアートの魅力は？
　本来は細かい作業に適さないチェーンソーで、１本の丸太に
繊細な彫刻を施して頭に描いたものを表現し、さらに躍動感や
迫力などを作品に与えていくことに魅力を感じています。その
ため、数時間没頭し続けて１つの作品に向き合うこともありま
す。
　また、定期見学会など人前で彫る時は、短時間でお客さんに
楽しんでもらえる作品や演出を考えながら彫刻しています。完
成した作品を見て喜んでいただくこともうれしいのですが、制
作している過程を見たお客さんから驚きの声や拍手がもらえる
と、パフォーマー（演出家）としてより喜びを感じます。

津山の皆さんにメッセージを
　自然豊かで地域全体が大きな家族のような阿波地域に魅力を
感じ、平成22年にあば交流館駐車場の一角にアトリエを構え
ました。そのアトリエには制作した作品を置いていますので、
ぜひ、作品や定期見学会を見に来てください。定期見学会でのパフォーマンスの様子

定期見学会
と き　毎月第２・４日曜日午後２時～３時
と ころ　もえぎの里あば交流館西側駐車
場（阿波）
見学料　無料
※ 雨天の場合も開催。なお、主催者の都
合により、延期する場合あり
 Ｔ

ト シ

ＯＳＨＩ Ｃ
カ ー ブ ス

ＡＲＶＥＳ（加茂町宇野）
☎080-5626-8080

編
集
・
発
行

   津
山
市
総
合
企
画
部
秘
書
広
報
室（
市
役
所
３
階
）

　
  〒
708－8501 岡

山
県
津
山
市
山
北
520番

地

広
報
津
山
は
、
環
境
保
護
の
た
め
再

生
紙
と
大
豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て

い
ま
す
。
読
み
終
え
た
後
は
リ
サ
イ

ク
ル
（
雑
誌
）
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

☆
広
報
津
山
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

閲
覧
で
き
ま
す

https://w
w
w
.city.tsuyam

a.lg.jp/

☆
津山市のフェイスブックはこちらから

https://w
w
w
.facebook.com
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